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凶
暴
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す
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弾
圧
・
処
分
策
動
に
い

.
，
奴
時
り
の
ロ
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全

組

合

員

の

み

左

さ

ん
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本

紙

六

九

O
号
で
既
報
し
た
三
月
十
三

目
、
第
八
回
支
部
代
表
者
会
議
で
確
認
さ
れ
た
三
月
ジ
ェ
ッ
ト
闘
争
の

総
括
的
視
点
を
よ
り
充
分
左
も
の
と
寸
る
た
め

K
職
場
集
会
・
対
話
オ

ル
グ
等
の
場
で
徹
底
し
た
討
論
を
行
う
ζ

と
を
冒
頭
要
請
す
る
。
相
互

討
論
を
通
一

Lτ
総
括
し
、
第
八
回
支
動
代
方
針
を
も
っ
て
申
勤
労
千
葉
三
月

ジ
ェ
ッ
ト
闘
争
の
切

b
拓
い
た
地
平
を
う
ち
固
め
、
よ

b
団
結
を
強
間

W

仇
し
て
権
力
・
当
局
hv
よ
び
動
労
「
本
部
」
ス
ト
破
h
y
集
団
の
一
体
と

念
っ
た
新
た
左
反
動

l
弾
圧
・
処
分
・
組
鯵
破
壊
攻
撃
を
打
ち
破
ろ
う

と
の
風
間
へ
の
決
起
と
そ
、
一
-
一
月
ジ
ェ
ッ
ト
闘
争
の
成
果
を
真

K
継
承
・

発
展
さ
ぜ
る
も
の
で
あ
る

当
面
す
る
取
り
組
み
の
基
本

同

什

凶

権

力

-zbよ
ひ
「
本
部
」
ス
ト
倣
り
集

団
に
よ
る
闘
争
疋
殺
攻
撃
を
ね
ね
の
け
、
助
役
機
険
士
線

見
阻
止
凪
闘
争
か
ら
首
都
圏
は
も
と
よ
り
全
日
本
を
妥
擦
せ

し
め
た
五
日
限
ス
ト
ラ
イ
キ
を
臥
闘
い
・
と
っ
た
成
果

K
踏
ま

え
た
動
じ
ん
な
組
織
体
制
を
確
立
す
る

ζ

と
で
あ
る
。
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ち
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を
と
と
わ
ざ
と
し
て
だ
付

で
た
く
、
大
衆
酌
実
践
を
も
っ
て
組
織
を
う
ち
き
た
え
な

作
れ
ば
左
ら
左
い
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れ
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し
て
わ
れ
わ
れ
位
三
月
決
戦
を
伏
期
仰
づ
付
、
労
浪
速

帯
・
日
本
労
働
運
動
念
か
ん
す
〈
同
鉄
労
働
運
動
の
砂
防

酌
再
生
・
「
本
抽
出
し
ス
ト
破
り
集
団
主
結
託
し
た
国
鉄
冷

局

H
反
動
秋
山
差
別
労
政
打
倒
の
た
た
か
い
と
し
て
実
現

し
た
、

ζ

の
底
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
か
つ
て
左
い
「
本

物
の
'
目
前
の
労
働
運
到
L

と
し
て
の
初
級
体
制
確
立
ね
可

能
で
あ
る
。

と
れ
は
同
時
に
「
本
部
L

ス
ト
破
り
集
団
の
手
先
と
化

し
て
、
三
月
ジ
ェ
ッ
ト
闘
争
期
間
中

K
、
ス
ト
破
り
要
員

H
助
役
機
関
士
線
見
を
稲
彬
酌
に
受
付

λ
れ
、
当
局

K

「

保
護
顧
」
を
出
し
て
公
安
・
当
局
に
警
護
さ
れ
、

B
変
仕

業
(
ス
ト
破
り
仕
業

)

K
協
力
し
た
裏
切
り
者
・
土
屋
一

派
を
解
体
し
、
銚
子
支
部
を
早
期
給
成

K
つ
な
戸
、
道
筋
で

も
あ
る
。

そ
し
て
全
国
鉄
内
、
と
り
わ
け
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労
内

K
低
う
ふ
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と

湧
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が
る
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勤
労
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改
革
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K
よ
っ
て
完
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し
、
そ
れ
に
怖
れ
て
焦
り
凶
暴
化
寸
る
権
力
・
当
局
の
弾

圧
・
大
量
処
分
攻
撃
を
粉
砕
す
る
た
た
か
い
を
構
築
寸
る

と
と
で
あ
る
。
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一
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月
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ェ
ッ
ト
闘
争
か
与
え
た
権
力
・
当
局
へ
の
打
撃

力
と
「
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ト
左
し
春
闘
」
策
動
の
中
で
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勘
寸
る
全
国
の

労
働
者
の
魂
を
掻
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っ
た
そ
の
波
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力
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恐
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初
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刀
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厳
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め
L

と

湘

国
鉄
吉
川

K
L招
示
し
た
と
と
ろ

K
献

の

弱

さ

と

凶

暴

化

す

結

る

姿

を

み

て

と

る

と

と

が

で

き

る

。

団

副
鉄
当
局
は
、
現
在
新
た
左
度
思
攻
撃
を
「
本
部
L

ス

な

ト

破

り

集

団

を

利

用

し

つ

フ

画

策

し

て

い

る

。

回

そ
の
①
か
、
春
闘
決
戦
前
の
大
庄
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策
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の

人

事

異

動
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及
び
、
ピ
ラ
ハ
リ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
闘
争
一
比
殺
を
狙
っ
た
H

家

嘗
告
書
M
M

の
乱
発
で
あ
る
。

し
か
も
許
ぜ
れ
と
と

K

「
本
部
L

ス
ト
絞
り
集
団
位
、
ム
ロ

勤
労
千
葉
破
壊
の
た
め

K
の
み
、

H

出
慰
労
千
葉
の
首
を
切

E
，Z山
叶

れ

H

と
当
局
に
泣
き
フ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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具
体
的
取
り
組
み

三
第
二
回
定
鮮
委
員
会
(
三
月
三
一
寸
日
予
定
)
酬
の
で

き
る
だ
け
早
い
時
期

K
全
士
又
都
膨
場
集
会
を
開
催
寸
る
。

二
、
三
月
十
六

1
十
九
日
に
全
支
部
動
員
を
も
っ
て
佐
倉

.
銚
子
支
部
オ
ル
グ
を
実
施
寸
る
。

三
、
三
月
一
一
一
目
、
一
一
一
里
塚
現
地
集
会

K
全
力
で
取
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組

む。四
、
出
勤
労
内
外
の
全
闘
の
稼
働
酌
労
働
者
(
組
合
)

民
・
住
畏
団
体
等
へ
の
働
き
か
付
を
強
化
寸
る
。
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